
1.FG1は全日本のセッティングテストも兼ねて参戦の松原久／廣瀬香織組が優勝。「ガレ場も問題なし。高速
の動きを次の全日本までに何とかしたい」2.FG4クラス入賞の皆さん。3.FG3クラス入賞の皆さん。4.FG2クラ
ス入賞の皆さん。5.FG1クラス入賞の皆さん。

全 5戦が組まれるJAF中四国ラリー
選手権はお馴染み、徳島の高地を
走るつるぎ山アルペンラリーが6

月上旬、行われた。シリーズ上は第3戦だが、
第2戦が9月に延期となったため、実質的には
シーズン2戦めとなる。ラリーはこれまでも主
戦場となってきたグラベルの約5kmの1本の
林道を往復で2回ずつ走る設定。昨年よりも路

面状況も良好という声が多かったが、最終の
SS4は、やや石、岩が出る箇所もあって、一
部タフなステージとなった模様だ。
FG4クラスは優勝候補の一台、長江修平／
和田善明組がSS1でリタイヤと波乱のスター
ト。このSSで2番手を5秒突き放す圧倒的な
ベストを叩き出した寺川和絋／石川美代子組ラ
ンサーが、その後もセカンドベストを3本連取

と、終始ライバルを寄せ付けず、優勝を飾った。
「SS1は今回、リアのバネを変えてきたので、
その感触を確かめようと抑えたつもりだったん
ですが、結果的にはそれくらいのペースが今日
は良かったみたいですね。SS2はやり過ぎまし
たから（笑）。進入でもの凄く姿勢が作りやすく
なって、かなり手前からアクセルコントロール
できるようになったことも、安定して速いタイ
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FG4クラスはデミオで全日本も制し
たこともある若手実力派の寺川和絋
／石川美代子組が優勝を飾った。

寺川和絋ランサー、先行逃げ切りで開幕2連勝
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6.山口英明／土居喜嗣組がFG4クラス2位に入賞。「このクルマでベスト2本なんて夢のようです」。7.川本圭祐／伊藤洋幸組は
FG3クラスで悔しい2位。8.FG1クラスで2位入賞の安藤恭平／原野雅子組スイフト。9.片山浩三／阿部孝子組はFG2クラスで
2位入賞。10.FG2クラスは金森稔／柴田貴之組がストーリアでのデビューウィンを達成。11.FG4で3位入賞の堀江拓／馬瀬耕
平組。12.FG3で3位入賞の高田修／園田裕康組。13.FG2で3位入賞の芳谷巧／三井崇裕組。14.東隆弥／梶山剛組はFG1で3
位入賞。15.FG3古川寛／井関美貴組は4位で完走を果たした。16.FG4で4位入賞の西隆司／丸山晃助組。17.FG4で5位入賞
の冨安敏照／小宮新一組。18.FG3で5位入賞の辰巳浩一郎／成田正喜組。19.山岡信雄／白石認組はFG3で6位入賞。20.加
藤克也／大谷美紀夫組はFG2で4位入賞。21.日高重貴／吉田賢吾組はFG1で4位入賞。

ムを出せたことに繋がったと思います」と寺川
選手。「セッティングの良し悪しも見えたので、
これを全日本にも繋げて行きたいです」と月末
開催のラリーカムイを見据えていた。
2位にはSS3, 4でベストを連取したランサ
ーエボ3の山口英明／土居喜嗣組が入賞。「セ
ンターデフ新調してきたんですが、SS1がダメ
ダメで。ナビにケツ叩かれたんで踏んでみた
ら、踏んでたら道の上にいられることが分かっ
たんで、あとは快進撃でした（笑）」と自己最上
位の成績を喜んでいた。
FG3クラスは、今年からDC2インテグラに
乗り換えた中四国期待の若手、川本圭祐／伊藤
洋幸組が、このクラスの“常勝男”で今年は全日
本タイトルも見据える古川寛／井関美貴組を、

SS1で4.5秒下すベストを奪ってまずラリーを
リードする。しかし逆走で上りとなるSS2では
「上りが苦手なんですよ。ノートも走りもまだま
だ要修業です」（川本選手）と5.8秒、古川組に
離されて首位を明け渡してしまう。
勝負はこのSSでベストを奪った近畿の小西
健太郎／藤島義孝組ブーンX4と古川組が頭ひ
とつ抜け出して、最終のSS4を前にして、古
川組が小西組に僅か0.1秒のリード、SS3で盛
り返した川本組が1.8秒差の3位という大接戦

となったが、何とSS4で古川インテグラの足
回りにトラブルが発生。結果、このSSをベス
トで上がった小西組が今季初優勝を飾った。
「まさかの結末ですが、ずっと負けっ放しだっ
た古川さんと最後まで勝負できて楽しかったで
す。周りから“整備不良車”と言われるほど、
よく壊れたこのクルマをしっかり整備してきた
ことと、ダートラ場での練習回数を増やしてク
ルマの動きを確かめたのがタイムに繋がりまし
た」と小西選手はこのラリー2度めの勝利に納
得の表情を見せていた。。
FG2クラスは全日本組の中西昌人／福井林賢
組RX-8がSS1で出遅れるも、SS2、3とベス
トを連取して逃げ切りかと思われたが、SS3ゴ
ール後にクラッチトラブルが発生。SS4をスタ
ートできずリタイヤとなってしまう。代わって
SS1をベストで上がり、その後もセカンドベス
ト2本で中西組に喰らい付いていた金森稔／柴
田貴之組が断トツの首位に立ち、逃げ切った。
「このストーリアは乗ってまだ2日目です
（笑）。乗り方が分からなかったので前オーナー
のチーム員に2ステの前に走らせ方を伝授して
もらったのが、結果にも繋がった感じですね。
SS1のベストは年寄りなんでエンジンの掛か
りが遅いので、最初から頑張っただけですよ
（笑）」と金森選手は笑顔で振り返っていた。
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FG3クラスは近畿から遠征の
小西健太郎／藤島義孝組が三
つ巴の接戦を制した。
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